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1はじめに
平成10年に改訂された学習指導要領における特別活動の様相を見てみる
と、小学校の場合、「A学級活動」「B児童会活動」「Cクラブ活動」
rD学校行事」の四者の内容によって構成されている。これらの中で学
校生活の基盤である学級を単位として行われている活動は「A学級活動」
である。その「A学級活動」の活動内容を学習指導要領において見てみ
ると、それは「学級や学校の生活に充実と向上に関すること」と「日常の
生活や学習への適応および健康や安全に関すること」の二者より成ってい
る。前者の活動内容は、よりよい学級や学校生活の実現を目指し、一人一
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人の児童が協力して学級や学校での生活を充実、向上させるための活動で
ある。（1）これは、昭和43年改訂の学習指導要領と昭和52年改訂の学習指導
要領の特別活動の活動内容に掲げられているr学級会活動」（r児童活動」
の中の一つ）に相当する内容である。一方、後者の活動内容は、日常の生
活や学習への適応指導及び健康や安全に関するもので、児童に共通した問
題であるが、共同の問題というよりは個々に応じて実践されることが多い
問題である。（2）これは、昭和43年改訂の学習指導要領と昭和52年改訂の学
習指導要領の特別活動に掲げられている「学級指導」に相当する内容であ
る。
以下においては、後者の「学級指導」をめぐって考察を加えるが、就中
副題に記したごとくr場面指導」を中核に据えて論を展開する。r場面指
導」が学級を中心として指導する教育活動であり、日常の生活への適応指
導（学級における）であるからである。
まず、昭和43年改訂の学習指導要領（小学校）における「学級指導」の
内容と平成10年改訂の学習指導要領における「A学級活動」（「学級指導」
に相当する内容）を掲げてみる。
●学級指導
ア目標
学級における好ましい人間関係を育てるとともに、児童の心
身の健康・安全の保持増進や健全な生活態度の育成を図る。（3）
イ内容
学級指導においては、学校給食、保健指導、安全指導、学校
図書館の利用指導その他学級を中心として指導する教育活動を
適宜行なうものとする。G）
●A学級活動
（2）日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること
希望や目標をもって生きる態度の形成、基本的な生活習慣の
形成、望ましい人問関係の育成、学校図書館の利用、心身とも
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に健康で安全な生活態度の形成、学校給食の望ましい食習慣の
形成など（5）
両者を対比してみると、学級指導の「好ましい人間関係を育てる」と学
級活動の「望ましい人間関係の育成」は概ね同じ内容であることに気付く。
それらは、いずれも好ましい人間関係の醸成を重要視している点で共通し
ている。学級においては、教師と児童、児童相互の間に尊敬と信頼の念が
ゆきわたり、親愛と協力等の温かな人間関係が育成されることによって、
児童の学級への所属意識も高揚するのである。斯様なことは、延いては学
校全体の教育的機能を一層充実、強化の方向へ至らしめるのである。次い
で、学級指導のr適宜行なう」と学級活動のr適応」も概ね同じ内容であ
ることに気付く。それは、前者の「適宜行なう」をめぐっては「学級指導
が学校、学年、学級の実態に応じ、適切に計画され、実施されるのがたて
まえになる」（6）と、一方後者の「適応」をめぐっては「児童の実態に応じ
て適切に指導することが大切である。」（7）とそれぞれ説明が加えられている
故である。ここでは、「実態に応じて適切に」という文言より、学級担任
は児童の実態に即し、適切且つ有効に指導を展開するように心掛けること
が重要であるとしている。学級担任が学級を中心として指導する内容をめ
ぐっては、いずれも（「学級指導」と「学級活動」の）「学校給食」「保健
指導」「安全指導」「学校図書館の利用」等の教育活動を掲げている。
以上のことより学級指導は、児童の人間関係を醸成し、様々な児童個人
や集団の中で生起してくる問題の解決を図る場として極めて意義を有して
いることが分かる。斯様なことを踏まえ、本論では、学級指導や学級活動、
学級指導より学級活動への変遷等の諸様相を探り、それを基に場面におけ
る指導のあり様を構築することを目的とする。
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H学級活動の成立と展開
1学級指導の特質
（1）学級指導の特別活動における位置
昭和43年改訂の学習指導要領における特別活動は、「児童活動」「学校行
事」「学級指導」の三者の内容によって構成されている。図示すると以下
のようになる。
「児童活動」
・児童会活動
・学級会活動
・クラブ活動
」
善
【特別活動】
「学校行事」 「学級指導」
児童活動の学級会活動と学級指導は、いずれも学級を基盤にした活動で
ある故、それらは恰も同じ内容であるかのように思える。然れど、新たに
位置付けられた学級指導は、話合いの活動、係りの活動、学級集会の活動
以外の学級を中核に据えて指導する教育活動で、具体的には児童の生活や
学習の実態に密着して指導する活動である。斯様なことより学級指導は、
児童活動、学校行事等の教育的効果を支える基盤となり、と同時に学校の
全教育活動の基盤としての立場にあると解することができる。
（2）学級指導の教育的な意義
学級指導をめぐっては、「学級担任教師は、……学級の児童の実態に即
して具体化し、実際の指導に当たることが必要である。」（8）とあるように学
級担任が指導することを原則としている。その理由については、言うまで
もなく学級の児童についての理解が最も深いのは担任であるということ、
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学級が児童の学校生活における最も基本となっていることの両者が考えら
れる。
斯様なことより学級指導の意義は、次のように整理できよう。学級指導
においては、普段より児童の理解を深め、児童との好ましい人間関係を育
て、児童相互の間に尊敬と信頼の念がゆきわたる基礎を築き、と同時に学
級生活の中で生起する様々な問題（個々人や集団）の解決を図ることが主
たる意義と考えられよう。
（3）学級指導の目標と内容
学級指導の目標は、小学校学習指導要領の第4章の特別活動に示してあ
る。
・学級における好ましい人間関係を育てるとともに、児童の心身の健康・
安全の保持増進や健全な生活態度の育成を図る。
・学級指導においては、学校給食、保健指導、安全指導、学校図書館の
利用指導その他学級を中心として指導する教育活動を適宜行なうもの
とする。
学級指導の目標は、児童活動及び学校行事の目標と相並んで、共に特別
活動の全体の目標達成を図ろうとするものである。この目標は、「学級に
おける好ましい人間関係」「心身の健康・安全の保持増進」「健全な生活態
度の育成」等より構成されており、相互に密接に関連し合うものである。
初めのr学級における好ましい人間関係」の育成を掲げているが、これ
は学級生活が学校生活の基本となっていることから考えても当然であろ
う。（9）学級においては、教師と児童及び児童相互の間に尊敬と信頼の念が
ゆきわたり、相互に理解・協力し合うという雰囲気のもとに木目細かな指
導が行われてこそ、自主性や社会性が育成され、個性が伸長され、望まし
い生活態度が育まれるのである。斯様にして学校生活の真に充実した展開
が図られるのである。続いて述べられている「心身の健康・安全の保持増
進」「健全な生活の育成」は、好ましい人間関係育成と相互に関連し合い、
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そしてまた学校における全教育活動を展開していく場合、当然配慮されな
ければならないことである。
次いで、学級指導の内容を見てみる。まず、その内容として例示されて
いるのは、学校給食、保健指導、安全指導、学校図書館の利用指導等であ
る。言うまでもないことであるが、学級指導においては、これら以外に児
童が日々の学校生活や学級生活において随時生起する様々な問題が含まれ
ているのである。例えば、児童の具体的な生活に即して行われる道徳性の
指導、日常の清掃の指導、学校行事の事前事後も学級指導として行われる
場合、いずれも学級指導に位置付けられるのである。次いで、学級指導は
「学級を中心として指導する教育活動」とされているが、これは学級の児
童全員が同時に参加することは言うまでもなく、指導の具体的な内容によっ
ては、男子と女子との両者を分けて指導する場合、あるいは複数の学級を
合同で指導する場合等も含むのである。但し、休憩時間における指導や正
規の授業終了後における個別指導等は、学級指導には含まれない。（10）
更に、学級指導は「適宜行なう」とされているが、これは学級指導が児
童の学校生活や学級生活の実態に即して適切に計画され、実施されること
を基本としているためである。児童を取り巻く地域や学校の実態は様々で
あり、加えて児童の実態も学年や学級によって異なっている。斯様なこと
より学級指導は、学級の児童の実態に即し、適切且つ有効な指導を展開す
るように常に留意することが重要である。
（4）学級指導の運営と指導上の留意点
先に学級指導の内容として、学校給食、保健指導、安全指導、学校図書
館利用指導等が例示されているとしたが、以下においては、これらについ
て少し具体的に述べてみる。
①学校給食
ア学校給食指導のねらいと内容
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学校給食においては、「食事の正しいあり方を体験させるとともに、
食事を通して好ましい人間関係を育成し、児童の心身の健全な発達に資
すること」とねらいが示され、そしてその内容として「正しくかつ楽し
く食事することについての指導」と「給食時の清潔や環境整備について
の指導」等が示されている。
イ学校給食指導上の留意点
学校給食の指導に当たっては、学校給食の特性を生かした方法が工
夫されなければならない。以下にその留意点を簡約しておく。
・食事についての基礎的な習慣を身に付けるようにする。
・衛生や安全に努め、特に給食当番等の清潔については、理解させる
ようにする。
・食べ物の好き嫌いをする児童については、原因を調べて適切な指導
をするようにする。
・栄養についての指導は、その日の食事内容に即し行い、児童の興味
や関心を深めるようにする。
②保健指導
ア保健指導のねらいと内容
保健指導においては、「自分の健康状態について関心をもたせ、身近
な日常生活における健康の問題を自分で判断し、処理できる態度や能力
を養い、心身の健全な発達を促し、健康の保持増進に資すること」とね
らいが示され、そしてその内容として「自分の健康状態の理解に関する
指導」r身体や衣服の清潔に関する指導」r病気の予防や環境の清潔に関
する指導」「初潮指導」等が示されている。
イ保健指導上の留意点
・学校や児童の実態や発達段階に応じて目標、内容を設定し、年間の
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指導時間を適切に確保するように配慮する。
・健康な生活に対する実践力が習慣として身に付くようにするために、
その計画的な指導と随時随所の指導とが関連付け適切に行われるよ
う配慮する。
・自分の健康状態の理解に関する指導においては、健康手帳を活用す
る等によって、児童の理解と関心を深め、健康な生活を営む実践力
が高められるようにする。
・環境の清潔に関する指導においては、清掃に関する保健指導のほか
水のみ場や便所等の清潔な使い方や教室の換気、採光及び飲料水の
清潔等についても適宜指導を行い、環境の清潔に対する正しい習慣
を養うようにする。
③安全指導
ア安全指導のねらいと内容
安全指導においては、「自分や他人の生命を尊重し、日常生活を安全
に保つために必要なことがらを明確にさせ、進んできまりを守り、安全
に行動できる態度や能力を養い、心身の健全な発達に資すること」とね
らいが示され、その内容として「交通安全に関する指導」「児童の生活
全般の安全に関する指導」等が示されている。
イ安全指導上の留意点
・学校や児童の実際や発達段階に応じて目標、内容を設定し、指導の
時間が年間を通じて適切に確保されるように配慮する。
・児童の安全に関する能力が習慣として身に付くようにするために、
その系統的、計画的な指導とこれを日常生活において具体的に実践
させるための指導を適切に行う必要がある。
・交通安全に関する系統的、計画的指導においては、具体的な訓練を
取り入れて効果的に行うよう配慮する。
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④学校図書館の利用指導
ア学校図書館の利用指導のねらいと内容
学校図書館においては、「学校図書館を利用するのに必要とされる基
礎的な知識、技能、態度を育成することによって、望ましい学習態度と
読書を身に付けさせること」とねらいが示され、そしてその内容として
「分類と目録」「参考図書の利用法」「図書以外の資料の利用法」等が示
されている。
イ学校図書館利用指導上の留意点
・各学校の教育目標や学校図書館の利用計画に相応しく、具体的、系
統的な指導計画を作成するとともに、絶えず学校図書館の整備、充
実に心掛けながら指導計画の掠充、改善に努める。
・学級指導に位置付けて行う基本的な指導とともに、学級文庫や学校
図書館を利用する際等随時随所において適切な指導、助言を行うよ
う配慮する。
・読書指導との関連を考慮し、それぞれの指導が適切に行われるよう
にする。
2．学級活動の特質一ねらいと内容一
特別活動の内容構成は、平成元年版において変更されている。これは、
従前の「児童活動」と「学級指導」の改編によるもので、「児童活動」の
もとにおかれているr学級会活動」r児童会活動」rクラブ活動」をそれぞ
れ独立させ、そのうちの「学級会活動」については、内容上の関係から
r学級指導」と統合し、r学級活動」として設置したといえる。
現行の学習指導要領すなわち平成10年版に至るまでの教育課程の審議に
おいては、この「学級活動」について、
児童の自発的、自治的な活動が一層活発に行えるようにする観点から、
児童が自らよりよい学級や学校生活を目指して諸問題の解決に取り組む
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活動を重視することとし、「学級活動」の内容の例示に学級内の組織づ
くりや運営に関する事項を加えることとする。（中略）児童の発達段階
に応じてガイダンスの機能を充実する観点から、内容の例示に夢や希望
をもち目標に向かって生きる態度の形成に関する事項を加えることとし、
不安や悩みの解消や意欲的な学習態度の形成に関する事項はこれに統合
する。また、心身の健康や学校給食に関する指導の充実を図る。（11）
と、方向付けを与えている。これらは、学習指導要領において、「学級活
動においては、学級を単位として、学級や学校の生活の充実と向上を図り、
健全な生活態度の育成に資する活動を行うこと。」と示されることになる。
そして、このねらいは、具体的に次のような内容で示されている。
（1）学級や学校の生活の充実と向上に関すること。
・学級や学校における生活上の諸問題の解決，学級内の組織づくりや
仕事の分担処理など
（2）日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること。
・希望や目標をもって生きる態度の形成，基本的な生活習慣の形成，
望ましい人間関係の育成，学校図書館の利用，心身ともに健康で安
全な生活態度の形成学校給食と望ましい食習慣の形成など
全体的には、平成元年版を継承する形で方向付けがなされているが、特
に現行版で指摘できる点として、「子どもの自発的、自治的活動がより一
層活発に行えるようにしたこと」と「日常の生活や学習への適応に関する
指導を充実するため、計画的に取り上げる指導内容の一層の重点化を図る
ようにしたこと」があげられる。（12）
具体的には、児童の自発的・自治的な活動を一層活発に行えるよう、児
童自らが諸問題の解決に取り組むための「学級内の組織づくり」が例示に
加えられ、話合いを重視した活動を展開するために計画委員会等の指導が
取り上げられているほか、児童の健全な生活態度の育成を重視して指導内
容を精選し、夢や希望をもち目標に向かって生きる態度の形成にかかわる
例示を加えた指導が取り上げられている。
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これらを踏まえ、「学級活動」の性格を特徴づけると以下のようにまと
めることができよう。
①学校生活の基盤である学級を単位とする自主的、実践的な活動で
ある。
②集団を構成する一員としての資質や能力・態度を育てる活動であ
る。③児童生徒が自ら当面している諸問題の解説を通して自己指導力を
養う活動である。
④人間としての生き方の真髄を児童生徒が具体的な活動によって学
ぶ場である。
⑤生徒指導の働きや成果が、試され、生かされ、深められ、そして
統合される場である。
皿学級活動の展開一学級活動（2）に着目して一
以下では、学級活動（2）の具体的展開として、いくつか題材をあげ考察
する。
【題材清掃指導】
1題材設定の理由
児童の学習環境を清潔にしておくことは、健康を保持増進し、新たな気
持ちで学習できる環境をつくる上から極めて重要なことである。
このように学習の場を「きれいにする」ということを通して、「仕事を
してよかった」という児童の満足感を育て、と同時に児童の清潔感も高め
ることもできる。
上記のことを踏まえ、清掃の意義を理解し、自分達の清掃区域、清掃道
具の正しい使い方等を知り、そして協力して清掃にしようとする態度の育
成を願って本題材を設定した。
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2ねらい
清掃の意義を理解し、清掃区域を知り、清掃道具の使い方を知り、協力
してきれいにしようとする態度を育てる。
3展開
1清掃の大切さを知る。
・気持ちよく学習ができる。
2清掃について考える。
（1）清掃区域と分担
・自分たちの担当区域
・役割分担
（2）清掃の仕方
・清掃用具とその使い方
・能率的な清掃の仕方
3清掃の仕方を確認する。
・窓ガラスの汚れや教卓の下のごみ
等に着目させ、それを基にきれい
にすることの大切さに気付かせる。
・清掃区域の図を基に自分達の担当
区域を確認させ、そして清掃担当
メンバーも確認させる。
・清掃区域によって清掃道具が異な
ることを確認させ、そしてその使
い方については具体物を提示して
考え（ほうきの持ち方、掃き方等）
させる。
・清掃の態度、早くきれいにする方
法等を考えさせる。（無言作業、
協力）
・清掃担当毎に確認させる。
4指導に当たっての留意事項
・学校における清掃は、教育活動の重要な一場面であることを念頭に置
いてその指導に当たることが重要である。
・清掃活動は、施設・設備の保全のためだけではなく、児童に満足感
（仕事をしてよかった）を味わわせたり、清潔感を高めさせたりする
重要な場である。その過程において、仕事を分担し、協力し合うこと
によって、好ましい人間関係を構築するように努めることである。
・清掃活動の場合、重点箇所を児童と相談して決めて行うことも必要で
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ある。
（例）
月→床・下足箱
水→窓・かさ立て
金→床・廊下
火→ロッカー
木→床・下足箱
【題材避難訓練】
1題材設定の理由
学校生活において緊急事態の避難経路を覚えておくことは、災害が発生
した場合に安全な避難行動が取れる上から極めて重要なことである。特に、
地震は予知することができないため、予想外の危険を伴う場合があり、そ
れに対する備えは児童の安全確保に不可欠である。以上のことを踏まえ、
地震の発生に対して、秩序正しく、安全に迅速に避難する能力を育て、と
同時に災害に対する安全意識を高めることを目的として本題材を設定した。
2ねらい
地震発生に対して、秩序正しく、安全に迅速に避難し、災害への対応能
力を育てる。
3展開
1地震発生通報を聞いて、第一次
避難をする。
・非常ベル→放送→机の下に避難
2第二次通報を聞いて第二次避難
をする。
・廊下に整列する。
・事前に避難訓練の意義について触
れておき、真剣に取り組むように
させる。
・避難上の留意点については、事前
に説明しておくのもよい。
・机の下に避難させ、第二次通報を
静かに聞かせる。
・無言で速やかに行動させる。
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・避難する。
「押さない」
r走らない」
rしゃべらない」
3避難状況を報告する。
・学級毎に整列し、人員の確認を
する。
4指導講話を聞く。
5解散する
・避難したら速やかに隊列を整えさ
せ、人員を確認し、報告する。
学級委員→担任→学年主任→校長
・校長先生の講話、反省、評価を聞
かせる。
4指導に当たっての留意事項
・避難訓練は、「地震・火災における避難訓練」の場合と「火災における
避難訓練」の場合がある。この両者の流れを把握しておくことは重要
なことである。
◎地震・火災における避難訓練実施案（13）
1事前指導
2地震発生通報
3第一次避難
4火災発生通報
5第二次避難
6避難状況報告
7校長先生のお話
8解散
※6の次に「防火団組織による活動」と「分遣
隊長さんの講評・指導」を入れる場合もある。
????火災における避難訓練実施案（14）
事前指導
火災発生通報
避難
避難状況報告
校長先生のお話
解散
※4の次に「防火団組織による活動」と「分遣
隊長さんの講評・指導」を入れる場合もある。
・火災発生時の場所の明示は、本部は〇十字旗、救護は〇十字旗等とし
ている。
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・通報や指示の際、放送が使用できない場合、携帯マイクや非常ベル等
を使用する。
【題材長期休業の事前指導】（夏休みに向けた上級学年の指導）
1題材設定の理由
夏休みは、担任にとって児童とのかかわりが薄くなる時期である。でき
うる限り、一人一人の情報を得られる工夫をしたい。また、児童に対して
は、健康や安全に留意し、思い出に残る充実した夏休みとなるような生活
設計の立案と実践を求めることとなる。
2ねらい
有意義な夏休みとするために、 生活や学習の目標を立てさせ、個別指導
でその定着を図る。
3展開
く事前の指導＞
上級学年であれば、今までの夏休みを振り返り、よく頑張ったと、自分
をほめられること、失敗してしまったこと、計画通り行かなかったことと、
その理由について考え、まとめさせておく。
できれば、一人一人の保護者から、r夏休み中のわが子に望むこと」と
題してアンケートをとっておく。
宿題一覧及び計画表（ワークシート）を用意しておく。
1今までの夏休みを振り返る。
・個人で考えを発表する。
・よく頑張ったと、自分ほめられる
こと、失敗してしまったこと、計
画通り行かなかったこととその理
由について、発表させ、課題に対
する姿勢を構築させる。
・事前に情報を得ておき、流れに沿っ
た発表を仕組む。
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2「今年の夏休みはどうすごすか」
について考える。
・実現可能な目標を立てる。（生活
面・学習面）
・家族の一員としての生活について
考える。
3保護者の思いを知る。
・次のことをおさえる
・規則正しい生活リズム
・一人一人への学習に関する具
体的な目標
・家族の一員としての仕事
・日頃できないことへのチャレ
ンジ
・行事等の確認等
・事前のアンケートを児童に渡す。
・児童との個人面談など、個を見届
ける計画も練っておく。
4留意事項
・普段から生活記録や日記をつけさせることなどを習慣化し、自分の生
活を見つめる姿勢を持たせたい。
・計画については、具現化できるように、個人面談などを通して指導す
る。
・学級通信を通して保護者への協力を依頼する。
【題材チャイム着席の指導】
1題材設定の理由
時を守る生活習慣を身につけるとともに、授業の円滑なスタートにつな
がる「チャイム着席」は、学習規律確立の上での大切な柱である。その前
提となるのは、生徒同士・生徒と教師との相互理解と協力による高めあい
が導く、学級としてのまとまりである。チャイム着席の指導にあっては、
学年や学校全体で取り組む場合が多い。
rチャイム着席」の指導を通して、学級における好ましい人間関係の育
成を図りたいと考え、この題材を設定した。
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2ねらい
「チャイム着席」の意義を理解し、集団行動をとることによって、学習
規律の確立を図り、学級における好ましい人間関係の育成する。
3展開
く事前の指導＞
アンケートなどにより実態を把握するとともに、rチャイム着席」の意
義について問い、意識付けを行う。
教員全員が、チャイムと同時に授業を開始できるよう心がけ、児童に
「時を守る」姿勢を見せる。
1アンケートの結果から、実態と
意義について考える。
・個人で考えをメモする。
・班ごとの話し合いを行う。
2意義についてまとめる。
・授業を大切にする積極性が生ま
れる。
・時間を守る意識が生まれる。
3チャイム着席を守るための取り
組みについて考える。
《例》強化週間を設け、班対抗のコ
ンクールを行う。
・「なぜ守れないのか」について意
見を交換させる。
・なぜ、「チャイム着席」を守らな
ければいけないのか、守ることで
どのような成果が期待できるのか
について考えさせる。
・班での話し合いの結果を発表させ、
意見交流をさせる。
学級の一人一人が、共通の課題
のもと、話合いに参加すること、
そして、協力して実践に移すこ
との価値についておさえたい。
・あくまでも取り組みはきっかけ作
りの方策であり、継続が大切であ
ることをおさえる。
・全員の参加で話し合われ、決定さ
れたことを評価し、実践に向けて
の意識を高めさせる。
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4留意事項
・教員全員が、チャイムと同時に授業を開始し、終了することを心がけ、
児童にr時を守る」姿勢を見せることの継続に努める。
・定期的に評価の時間を設け、取り組みを見直し、習慣化を図る。
・児童会や学級委員長会などを動かし、学校・学年単位での取組みに発
展させる。
【題材お菓子の指導】
1題材設定の理由
世の中の価値観も多様化の一途をたどり、権利ばかりが主張され、「善
悪を判断する力」「規範意識」が揺らぎ始めている。授業参観においても、
保護者がガムを噛みながら平気で教室に入ってくる昨今である。本来は家
庭の躾に委ねられる部分であるが、家庭という私的な場と学校という公的
な場、それぞれへの対応がままならず、すべてが私的な場と化している傾
向がある。そのような状況下で、お菓子を学校に持ち込み、友達とともに
食べる児童が現れることは容易に予想される。事前指導とともに、起こっ
た時をよい学級指導の機会として捉え、道徳指導・生徒指導とリンクさせ
て考えさせたい。
2ねらい
「お菓子の指導」を通して、
的、実践的な態度を育てる。
協力してよりよい生活を築こうとする自主
3展開
く事前の指導＞
アンケートなどにより実態を把握するとともに、学校へお菓子を持ち込
むことへの善悪について問い、意識付けを行う。生活委員など児童を動か
したい。
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保護者への意識調査も重ねて行いたい。
1アンケートの結果から、実態と
「なぜ持ち込んでしまうのか」に
ついて考える。
2rなぜ持ち込んではいけないの
か」について考える。
・学校という場について。
・公的、私的な場について。
3これからの学級での取り組みに
ついて考える。
・下記のような例やアンケートの結
果を掲げ、意見を交換させる。
（個人・グループ）
《例》登校時ズボンがそのままだっ
たので、塾の時にもって行ったお
菓子を持ち込んでしまい、食べて
しまった。
友達にすすめられ、つい食べて
しまった。
・話し合いの結果を発表させ、意見
交流をさせる。
お菓子のことを機会に、決まり
の遵守にまで発展させ、一人一
人の姿勢が、集団の向上につな
がることをおさえる。
・ほかにも事例を掲げ、公私の場に
ついて考えさせる。
・全員の参加で話し合われ、決定さ
れたことを評価し、実践に向けて
の意識を高めさせる。
4留意事項
・道徳・生徒指導も含め、学校生活全体の観点から指導計画を練る。
・PTA（保護者の会など）との連携を密にし、家庭の協力も得る。
【題材給食の指導】
1題材設定の理由
楽しく食事をすることは、生活にメリハリと潤いを与え、良好な人間関
係を築いていくことに繋がる。また、健康によい食事をとることによって、
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健康の保持・増進を可能にするとともに、健康のあり方を考え、自らを管
理していく力を養うことともなる。さらに、給食時の清潔に配慮し、食事
環境の整備を図っていくことは、食生活の基盤を整えるとともに、その発
展に大きく寄与する事柄でもある。
好き嫌いをなくし、素早く給食を片付けるという基本的な給食指導をベー
スにしつつ、それをきっかけにして「健全な生活態度の育成に資する活動
を行う」ことを目指す指導のきっかけとしたいと考える。内容によっては、
指導の効果を高めるために、養護教諭や学校栄養職員等の専門性を生かす
ことも考慮する必要がある。
また，望ましい食習慣の形成については、家庭においても取り組むべき
重要な課題であり、家庭との連携を図るとともに、家庭の中でも話し合え
るような題材を設定していくことが大切である。
2ねらい
学校給食の指導通して、望ましい食習慣の形成と、好ましい人間関係の
育成を図る。
3展開
く事前の指導＞
アンケートなどにより、好き嫌いの含めた、食生活の実態を把握すると
ともに、食をどのようにとらえているかについての意識調査を行う。
保護者への意識調査も重ねて行いたい。
1バイキング形式の給食を思い浮
かべ、各自、どれをとる（食べる）
か皿に見立てたシートに書き込ん
でいく。
2書き込んだシートを、栄養計算
表にしたがって採点していく。
・料理がイメージできるような写真
やイミテーションを用意し、バイ
キング形式に配膳する。
・簡単な栄養計算ができる換算表を
用意する。
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・自分のシートを採点し、どのよう
な栄養バランスかを知る。
3アンケートの全体的な結果から、
クラスの食生活の実態を理解し、
自分の様子と比較するとともに問
題点を探る。
4給食に対して、今後の学級での
取り組み・自身での取り組みにつ
いて考える。
・栄養計算をきっかけにして、自ら
の食生活を栄養面から考えさせる。
・アンケートの結果を理解して、問
題点を探らせる。
・お互いの食生活について、意見交
流をさせる。
問題意識の共有と解決方法の検
討、連帯して取り組もうとする
意識によって継続を可能にさせる。
・全員の参加で話し合われ、決定さ
れたことを評価し、実践に向けて
の意識を高めさせる。
4留意事項
・全体の活動として展開する部分と個人の取り組みとして扱う部分を明
確にし、的確に進めていく。
・クラス全体の取り組み課題でもあるか、食の問題の根元は、個（自身）
であり、家庭である。プライバシーにも配慮しつつ、家庭の協力も得
ることも大切である。
・rお菓子食」の問題など、生徒指導に関連する部分もあるので、学校
全体の指導計画との関連に配慮する。
IVおわりに
学級活動、とりわけ内容の（2）を中心に、その前身ともいえる「学級
指導」の検討を通して、ねらいと展開について考察をしてきた。学級活動
（1）は、いわゆる学級会であり、児童の自治的な活動を中心とし「集団
での話合いによる集団目標の集団決定・集団実践」ということができる。
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これに対して、学級活動（2）は、「集団での話合いによる個人目標の自
己決定・個人実践」であり、生徒指導を機能を授業として具現化するもの
といえる。（15）
「学級を単位として、学級や学校の生活の充実と向上を図り、健全な生
活態度の育成に資する活動を行うこと」を目指す活動ではあるが、この部
分における性格の違いはその展開に大きくかかわってくるものといえる。
教師の意図的、計画的指導の側面が強く、学級全体を単位としつつも、個々
人に帰結していくことも見逃してはならない。
教科や日常の生徒指導との関連を図り、指導内容を精選するとともに、
個々の実践行動への結びつけが成否の鍵となることを確認しておきたい。
【注】
（1）宮川八岐r新小学校教育課程講座特別活動』ぎょうせいp．40
（2）同上書p．42
（3）文部省r小学校学習指導要領』（昭和43年改訂）東洋館出版社
（4）同上
（5）文部省『新小学校教育課程講座特別活動編』ぎょうせいp．40
（6）文部省r小学校指導書特別活動編』（昭和44年）東洋館出版社p．105
（7）宮川八岐前掲書p．43
（8）文部省r小学校指導書特別活動編』（昭和44年）東洋館出版社p．107
（9）同上書p．103
（10）同上書p．105
（11）教育課程審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校及び
養護学校の教育課程の基準の改善について（答申）」平成10．7．29
（12）宮川八岐・有村久春編『小学校新学習指導要領Q＆A～解説と展開特別活
動編』教育出版
（13）鹿児島市立大竜小学校『平成17年度教育課程大竜の教育』p．235参照
（14）同上書p．235参照
（15）稲垣孝章r学級活動の指導計画の作成と活用」（宮川八岐編r［特別活動］実
践チェックリスト』教育開発研究所）p．44
（本学発達科学部教授）
（関東短期大学助教授）
（埼玉県新座市立第三中学校教頭）
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